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 火山の活動の様子を目視で観察するには、ヘリコプ

ターで火口内を見るのが一番良い。しかしそれは費用

がかかり、危険も伴う。山麓から観測できる方法とし

て「火映観測」という方法がある。火口底にマグマが

迫っていたり、すでに溶岩湖ができていると、その灼

熱が噴気や火口上の雲に反映して赤く光る。これを火

映現象（かえいげんしょう）という。 

 
 これは 2004 年 9 月 3 日の朝日新聞の記事だ。私

は 8 月下旬に火映現象に気づき、その写真をすぐに新

聞社に送っておいたのだ。残念ながら掲載されたのは

「噴火後」だった。火映は、噴火の前兆現象になるこ

ともあり、事実 2004 年 8 月に現れた火映は 9 月 1 日

の噴火の前兆現象だった。この写真が「噴火前」に掲

載されれば、大スクープになったのにと、実に惜しい

思いだった。新聞社のデスクも、まさかこれで本当に

噴火するとは考えなかったのだろう。 
 こうした教訓から私と研究仲間は、北軽井沢に「火

映専用カメラ」を数台設置し、常時観測を行っている。

今回の火山活動の活発化でも、火映現象が現れると思

っていたが、その予想ははずれた。 

 

 この写真は昨夜（2020 年 6 月 28 日）晩の、夜間の

浅間山山頂付近の画像だ。この日は半月（上弦）で、

月明で噴気が照らされて、まるで昼間のようになって

いる。こういう状況下では、火映の観測は難しい。 

 

 これは同じ日の夜半に、月が沈んだあとの画像だ。

恒星の動きで、カメラから見た浅間山山頂の方位（ほ

ぼ西）と、露光時間（約 30 秒）がわかる。ISO も 1600
と限界まで上げている。このシステムでは、デジタル

一眼レフカメラを東京から遠隔操作して観測してい

る。通常の高感度 CCD カメラとちがい、ごく微弱な

火映もとらえるのだが、全く写っていなかった。 


